
(1) ・戸坂学区社協広報誌

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

地
域
活
動
に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋

本

平
素
よ
り

戸
坂
学
区
社

会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、

戸
坂
社
協
）

の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
話
題
で
毎
日
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
た
世
界
中
か
ら
多
く
の
選

手
達
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
来
年
へ
の
延
期
が
決
ま
り

ま
し
た
。
欧
米
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
10
月
中
旬
に
は
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
再
拡

大
し
、
世
界
全
体
で
は
4
千
万
人
を
超
え
ま

し
た
。戸
坂
で
は
、
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

3
月
の
卒
業

式
や
4
月
の
入
学
式
も
例
年
と
は
異
な
る

対
応
と
な
り
ま
し
た
。

3
月
2
日
か
ら
休
校

が
始
ま
り
、

4
月
17
日
に
は
「
緊
急
事
態
宣

言
」
が
発
せ
ら
れ
、

5
月
18
日
か
ら
は
変
則

的
な
時
間
割
で
登
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
も
2

週
間
に
短
縮
さ
れ
児
童
•
生

徒
に
も
大
き
な
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。

日
に
日
に
暑
く
な
る
中
、
熱
中
症
に
気
を 昇

つ
け
な
が
ら
全
児
童
が
マ
ス
ク
を
し
て
の

登
下
校
と
な
り
見
守
り
時
の
対
応
も
従
来

と
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
様
も
活
動
を
控
え
る
時
期

が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
屋
外
で
行
う

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ラ
ジ
オ
体
操
等
、「高

齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の

取
り
組
み
が
少
し
づ
つ
再
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
室
内
で
行
う
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

に
つ
き
ま
し
て
も
全
体
的
に
は
7
月
か
ら

グ
ル
ー
プ
毎
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
防
止

対
策
を
十
分
行
い
、
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
終
患
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
密
「
①
密
集
②
密
接
③
密
閉
」
を
避
け

た
面
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
た
感
染
予

防
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
対
応
が
重
要
で

す。
未
だ
ワ
ク
チ
ン
及
び
治
療
薬
が
な
い
現

状
で
は
感
染
予
防
対
策
が
一
番
の
薬
と
考

え
ま
す
。
現
時
点
で
の
情
報
で
考
え
る
限
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
そ
う
簡

単
に
は
終
息
し
そ
う
に
な
く
、
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
と
共
存
）
」
の
状
態
が
長
く

続
く
と
の
見
解
も
あ
り
ま
す
。

戸
坂
社
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
」
を
前
提
に
、
今
後
の
行
事
等

を
含
め
た
活
動
内
容
の
整
理
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
撃
―
-
＝
戒
は
必
要
で
す
が
、

正
し
い
情
報
を
得
て
、
正
し
く
警
＝
戒
し
て
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
、
工
夫
し
な
が

ら
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

主

催

場

所
日

時

戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会

1
月
9
日
（
日
）

戸
坂
小
学
校
体
育
館

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

＊
新
年
互
礼
会

12
時

514時

主

催

場

所
日

時

11
月
23
日
（
祝
）

9
時
5
1
5時

戸
坂
運
動
広
場
他

＊
第
36
回
戸
坂
連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

＊
戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭

10
月
4
日
（
土
）

戸
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

主

催

場

所

日

時

9
時
5
1
5時

主

催

場

所
日

時

9
月
12
日
（
土
）

戸
坂
小
学
校
体
育
館

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

11
時
5
1
3時

＊
敬
老
会

主

催

場

所

（令和2年11月20日）

日

時

「令和
2
年
度
事
業
計
画
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
以
下
の

行
事
を
全
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
戸
坂
学
区
盆
踊
り
大
会

8
月
1
日
（
土
）

17
時
30
分

S
1
9時

戸
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会



(3) (2) 

「
災
害
は
、
い
つ
来
る
か
誰
も
予
測
出
来
な
い
。
だ
か
ら

い
つ
来
て
も
い
い
よ
う
に
指
定
緊
急
避
難
場
所
戸
坂
小
学
校

の
開
設
準
備
を
せ
ん
と
い
け
ん
。
」

「
避
難
所
開
設
準
備
に
は
経
費
も
か
か
る
。
災
害
対
応
に
は
、

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
11"
」

避
難
場
所
開
設
に
ま
っ
た
な
し
—
•
あ
あ
だ
こ
ー
だ
と
言
っ
て

お
ら
れ
ん
。

と
り
わ
け
今
年
は
C
O
V
I
D
_
1
9
が
加

わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
指
定
緊
急
避
難
場
所

戸
坂
小
学
校
の
開
設
は
更
に
混
乱
し
た
。

2
月
15
日
に
、
将
来
が
見
え
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
一
っ
と
し
て
一
先
ず

「
く
る
め
木
町
内
会
」
に
空
気
清
浄
機
を
導
入

し
よ
う
と
決
断
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
グ

グ
っ
た
。

納
000
は、

2
か
月
後
と
の
事
11"
焦
っ
た
11"

戸
坂
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会
と
し
て
避

難
場
所
に
空
気
清
浄
機
は
必
要
と
判
断
し
、
協

議
を
重
ね
た
11"

空
気
清
浄
機
を
避
難
所
に
導
入
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
一
先
ず
「
く
る
め
木
町
内
会
」

に
入
荷
し
た
空
気
清
浄
機
を
見
て
か
ら
の
判

断
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
避
難
場
所
に
必

要
な
消
耗
品
（
マ
ス
ク
・
子
ど
も
用
マ
ス
ク
・

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
）
や
器
材
（
非
接
触

型
体
温
計
）
を
列
挙
し
つ
つ
、
東
区
役
所
と

協
議
を
し
な
が
ら
避
難
所
開
設
の
準
備
を
重

ね
た
。

い
き
ま
す
。
戸
坂
中
学
校
の
教
育
活
動
つ
い
て
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し
て

戸
坂

小

学

校

校

長

砂

田

勝

造

e
、
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年
度
も
後
半
に
入
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
と
比

べ
る
と
多
少
は
落
ち
着
い
て
き
た
と
は
い
え
、
末
だ
終
息
の

見
通
し
を
持
て
な
い
状
況
で
す
が
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は

毎
日
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
創
設
以
来
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
学

校
を
目
標
の
一
っ
と
し
て
掲
げ
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指

導
要
領
は
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
理
念
と
し
て

い
ま
す
。
教
育
活
動
を
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
地
域

と
共
有
・
連
携
し
な
が
ら
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
し
て
、
エ
夫
し
な
が
ら

教
育
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
」
と
し
て
の
働

き
を
保
ち
つ
つ
教
育
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
様
と
の

つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

栖

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

無
症
状
や
軽
症
で
も
、
他
の
人
に
感
染
を

広
げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
は
、
自
ら
を

感
染
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
周

囲
に
感
染
を
広
げ
な
い
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
冬
場
に
向
け
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
層
の
感
染
予
防
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

「3
密
」
の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
こ
ま
め
に

換
気
な
ど
感
染
防
止
に
努
め
、
発
熱
、
咳
、
息
苦
し
さ
な
ど

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
電
話

相
談
の
上
、
受
診
し
て
下
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
が
い
な

い
、
受
診
先
が
わ
か
ら
な
い
時
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

(
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に
串
痣
応
し
て
下
さ
い
。

多
人
数
で
食
事
を
す
る
と
き
は
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
、

拡
大
防
止
に
努
め
、
お
い
し
く
、
楽
し
く
、
安
全
に
食
事
を

し
ま
し
ょ
う
。

【
外
食
時
の
注
意
点
】

①
お
店
の
感
染
予
防
策
二
人
タ
ッ
フ
の
マ
ス
ク
の
着
用
、
換

気
の
状
況
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

き
ち
ん
と
対
策
し
て
い
る
お
店
を
選

び
ま
し
ょ
う

②
手
洗
い
・
消
毒
二
食
事
の
前
に
は
、

手
洗
い
や
手
指
の
消
毒
を
し
ま
し
ょ

ぅ③
メ
ニ
ュ
ー
；
大
皿
を
避
け
、
徊
別

の
料
理
を
選
び
ま
し
ょ
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
に
j

晃

遵鼠行が
増えた時
にはこの

塗りつぶ
しを通路

とします

プール

遍幾スベース
4mX4m 
避鰻者が多く なれば
2mX2mに変更
屯布は、 人数分

防宋シート位置
(2mX2m) 
1養生チーブHtllllして6
か猜を貼付する
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●屋外に発間磁

← I空気清れ檎 (4台）
運営本部

l二竺

戸坂小学校避難所図

現
在
、
こ
の
空
気
清
浄
機
は
、
平
時
の
有
効
活
用
と
し
て

戸
坂
小
学
校
（
教
員
室
・
保
健
室
）
・
戸
坂
公
民
館
・
戸
坂

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
貸
与
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

7
月
6
日
の
豪
雨
に
よ
る
避
難
所
開
設
は
、
考
え
ら
れ
る

か
ぎ
り
の
準
備
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
東

区
役
所
・
戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
温
か
い
ご
配
慮
と

感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
図
は
、
戸
坂
小
学
校
に
お
け
る
避
難
場
所
の
レ
イ
ア

ウ
ト
で
す
。

戸
坂
中
学
校

こ
の
4
月
、
戸
坂
中
学
校

に
赴
任
し
ま
し
た
校
長
の

澤
井
広
一
＿
＿
で
す
。
新
採
教
諭

と
し
て
昭
和
60
年
か
ら
13
年

間
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ

た
戸
坂
中
学
校
に
戻
っ
て
こ

れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

本
校
は
昭
和
47
年
の
開
校
以
来
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
日
々
の
見
守
り
は
も
ち
ろ
ん
、
行
事
・
部

活
動
等
に
も
多
く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

生
徒
達
は
地
域
の
支
援
の
も
と
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
た
め
、
多
く
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
地
域
の
皆

様
に
生
徒
の
頑
張
り
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
叶
わ
ず
、
大

変
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
学
校
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
適
切
に

行
い
、
授
業
・
部
活
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
行
事
に
つ
き
ま

し
て
も
、
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
可
能
な
範
囲
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
に
く
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
達

に
は
基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
智
得
さ

せ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
カ

で
あ
る
思
考
カ
・
判
断
カ
・
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
を
育
む

教
育
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主
体
的
に
学
ぶ

態
度
を
養
い
、
さ
ら
に
は
個
性
を
生
か
す
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
坂
中
学
校
は
地
域
の
学
校
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で

④
座
席
{
圏
の
人
と
二
辛
邪
は
し
に
座
り
ま
し
よ
う
対
面
は

避
け
、
互
い
違
い
に
座
る
の
も
有
効
で
す

⑤
会
話
ぶ
科
理
に
集
中
、
お
し
ゃ
べ
り
は
、
控
ズ
め
に
し
ま

し
ょ
う

⑥
持
ち
帰
り
玉
E
ち
帰
り
や
出
前
も
活
用
し
ま
し
ょ
う

＊
広
島
市
束
保
健
セ
ン
タ
ー

（
東
区
厚
生
部
地
域
支
え
あ
い
課
）

戸
坂
学
区
防
犯
連
絡
協
議
会
（
会
長
面
3

中
秀
生
）
が
、
「
多

年
に
わ
た
る
地
域
安
全
活
動
等
に
尽
力
し
た
こ
と
」
に
対
し
、

広
島
県
警
本
部
長
、
広
島
県
防
犯
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

表

彰

吠

6

ー
に
蓄
防
犯
連
給
格
吏
秘

ウ

責
應

rク
そ
月
菜
字

＊
愈
塁
ド
尽
力
ふ
”
岱
雀
＾

着
直
ふ
立
2
条
育
成
に

烹
‘
＆
度
こ
租
含
街
チ
f
り
に

貢
猷
さ

t
た、
n
.ぃ
ィ
の
力
溢
”
を

た
t
さ
表
彰
し
手

令
和
・
一
年
五

lJヤ
八
日

か
畜
母
脊
寮
令
笈

巻
羹
鈴
木
作
弘

t
含
賣
吐

今
表
部

谷

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
生
活

澤

井

広

校
長



(4) 

令和2年度径t員・理事等名簿
(2020.9.30現在）

役職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 戸山坂崎連町合内会社会協会長長

副会長 川瀬節子 女性会会長、福社推進委員

副会長 栗栖 晃 自く主る防め災木会町連内合会会会会長長・

副会長 山中春記 青少年指導員代表・屈護司会

副会長 岡田浅男 体育協会会長

会計 吉田俊郎 出江町内会会長

監事 矢野龍男 腫罰会会長，青少協会長

監事 田村幸大 川根町内会会長

事務局長 大野裕幸 ふれあいサ0ン（社協事務ffi)

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田中秀生 防犯連絡協議会会長

理事 砂田勝造 戸坂小学校校長

理事 澤井広三 戸坂中学校校長

理事 重岡伸治 四島中央特別支援翠校校長

理事 長尾三男 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 山路隆晴 惣田町内会会長

理事 山根 満 桜西町内会会長

理事 坪井秀登 桜東町内会会長

理事 高下洋一 育協屈少会年事健務全、成連絡

理事 栗栖和子 既・児量委員麟会会長

理事 田中季良 戸坂小学校PTA会長

理事 川野佳明 戸坂中学校PTA副会長

理事 高野哲男 消防分団

理事 中間孝治 自主防災会連合会事務局

理事 西田靖子 点うンティ7バンり虹代表

理事 浦下早苗 公衆衛生推進協議会会長

理事 小田るみ子 へさかっ子グラブ会長

理事 畠山直美 つくしんぼ作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会

理事 上中義則 防犯連絡協議会事務局

理事 山田喜久雄 子ども会育成協議会会長

オブサーパー 坂本 泉 束区社会福祉協議会事務局長

オブザーバー 久保美穂子 戸坂地域包岳支援センダー長

オブサ＇ーバー 田中淳子 戸坂保育園園長

オブザーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

オブザーバー 日向 恵 戸坂児童館館長

一

＇ 
•
秋
本
昇
さ
ん
（
山
崎
町
内
会
）

•
吉
田
俊
郎
さ
ん
（
出
江
町
内
会
）

※
い
づ
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
功
労
者

(10
年）

＇ 

●
＿
 

，
 

・
大
野
裕
幸
さ
ん
（
惣
田
町
内
会
）

※
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰

・
栗
栖
晃
さ
ん
（
く
る
め
木
町
内
会
）

※
永
年
自
主
防
災
組
織
の
長
と
し
て
の
功
績

感
i"t

•
秋
本
昇
さ
ん
（
山
崎
町
内
会
）

•
吉
田
俊
郎
さ
ん
（
出
江
町
内
会
）

※
い
づ
れ
も
町
内
会
の
長
と
し
て
の
功
績

(10年）

戸坂学区の人口及び世帯数

おめでとうございます

人 ロ 世 1±r 市

住所名 総 数 日本人
外国人 総数

うち8林
計 男 女 計 男 女 世帯敦

戸坂くるめ木一丁目 1,808 847 961 1,776 832 944 32 831 807 

戸坂くるめ木二丁目 1,041 531 510 1,028 521 507 13 510 498 

戸坂千足一丁目 1,800 870 930 1,781 860 921 19 906 888 

戸坂千足二丁目 906 422 484 881 413 468 25 401 389 

戸坂山崎町 1,289 627 662 1,285 626 659 4 558 554 

戸坂惣田一丁目 620 316 304 602 307 295 18 296 282 

戸坂惣田二丁目 280 136 144 279 135 144 1 125 124 

戸坂桜束町 540 253 287 531 250 281 ， 255 248 
戸坂桜西町 493 244 249 491 243 248 2 236 234 

戸坂桜上町 710 330 380 697 325 372 13 420 410 

戸坂山根一丁目 1,107 493 614 1,066 474 592 41 556 529 

戸坂山根二丁目 1,159 560 599 1,148 554 594 11 475 467 

戸坂山根三丁目 412 217 195 406 212 194 6 178 172 

戸坂中町 452 214 238 446 212 234 6 202 196 

戸坂出江二丁目 948 458 490 935 452 483 13 411 403 

計 13,565 6,518 7,047 13,352 6,416 6,936 213 6,360 6,201 

※令和 2年9月末現在 広島市統計データ抜粋

注 「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行
され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることと

なったため、平成24年8月以降は、総数に外国人人口、外国人世
帯及び複数国籍世帯が含まれます。


